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いの町グリーンツーリズムだより（第19回）

有料広告

　あけましておめでとうございます。
　平成１６年９月、いの町に元気の輪が広がっていくことを目的に、人と人のつながりを大切にする交流活
動を実践する“いの町グリーンツーリズム研究会”を立ち上げ、２年が過ぎました。その間、農村民泊部
会、体験部会、企画広報部会の３つの部会のもと、それぞれ様々な活動を進めてきました。
　
　農村民泊部会では、お客さまを迎え入れるための法令手続きを
はじめ、救急講習会、試行農泊、料理実習などを経て、７軒の農
泊を開業し、また、“より心のこもったおもてなしを”のために、
大分県宇佐市（旧安心院町）や愛媛県内子町、香美市（旧香北町）へ
の視察などを定期的に実施しています。
　
　体験部会では、焼き畑再興（本川地区）をはじめ、棚田保全（成
山地区）、地元学現地散策、自然体験など、地域の宝物を活かした
様々な活動を実践しています。
　
　企画広報部会では、本広報への連載をはじめ、農泊パンフレット作成、いの町グリーンツーリズム研究
会ホームページの開設・運営や、農村民泊部会と体験部会を連携する“おもしろ企画”を立案し、「建築巡
礼　in　いの」、「夏の涼と恵を満喫、仁淀川流域盛りだくさんツアー」などを実施しています。
　このように、こころの通った交流活動を身の丈に合わせて進めています。新年を迎え、わたしたち“い
の町グリーンツーリズム研究会”メンバーは、懐かしさにほっと安らぎ、新鮮さにはっと気づき、もっと
元気になる、そんないの町グリーンツーリズムを目指してがんばります。本年もどうかよろしくお願いし
ます。
　

　フレッシュメンバーの募集
　より一層の充実した活動を展開していくにあたり、まだまだ力不足を痛感する

今日このごろ。新メンバーを募集しております。皆さまも参画してみませんか！

いの町の宝物を磨きながら、我が町をもっともっと元気にしていきましょう。意

見交換の集いのみの参加、“いの町おもしろツアー”のスタッフ、視察、棚田保全、

料理実習への参加など、活動への参加形態は自由です。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご意見・問い合わせ・連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いの町グリーンツーリズム研究会
　　　　　　〒781‐2401　いの町上八川甲1934

　　　　　　事務局　いの町吾北総合支所地域振興課内

　　　　　　� 867‐2314　　� 867‐2337　E-mail:office@inogt.jp

香美市香北町への視察風景
（農村民泊部会）


